















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2) (1 )  
吋 みロ
叶}凶品目
、H，D
ロ日
同志向
司馬
戸恒口
〈課虚録〉
禁貴敦
『見
聞小録』
巻九
禅逸
(3) 
UGP
ロ
吋Eロ聞
の吉
hF 砂
仲間Gn
吋同町
盟
r
w吋
者
ZE門
〈仏
学辞典〉
等を、
また
ヴ
ェト
ナムキリスト
教史
に関
する史
料と
しては
(4) 
同》}戸山口
司rhp門
出口弘
ロ.
〈-r
zmwE
C】品。
ωP7
(同 印ωω
巴ωω)
OEU『宮
山
〈ヴ
ェト
ナム
キリ
ス ト教史
一〉
回目
EL・
。ロユ
ロロ
〈同一
一〉
を閲
覧し得た。
この
他
、ヴェト
ナム
近
世近代史関係史料
と
しては
凶川HL
Bω
qロ
吋}HE
T』 ロ
∞伽ロ
宮公
司rb件
同日刊ロ
〈藍山寒
録
問ぐ
むり
gr
吋E
-H，bu可
ωqロ
吋吉台
THQ口
〈西
山術略〉
川間Z
開5λWHH
同rhpロ『
、同，cb
HHH
ぐk
zyb
ロ
凶公
〈叫
寸}同九VF
同 時
吋 足
。口
市山山
ZF
U
HK 作
巴F
ZE
Z関口
ユロ
のU
FO口問
〈 繋朝
末から院
朝
嘉 隆
期に至
る時
期に
ついて
の考
察〉削HA
間ロユ
ロぐ
山 口
河 口bR
ED口
問、H，
HPC
ロミ
ロロ
〈維
新運動〉
側司
町田口
吋み
口
。ruロ
-h
m叩 ロ
〈qq口出
( HK和ロ
ミ出色
合
同区口問
吋江口r
(ど
円「
ω門町一))
〈勤王
〉
ω工
島ω
PZ
λV H(u
rF伽ロ
ゃぐ
ぶ同
ZmHH戸
早口
口
器ロ
足。N
〈ヴ
ェト
ナ
ム内
戦史
一
七七
一 li--
一八
O二〉
ω沼出
口問
宮田口四
一A5
0H
zgw℃
FPH》
吋}足。一口
ω門町
民自l
HU仏印
〈、 ヴェト
ナム
仏
属史
一八
六二|
一九四五〉
ω司
}凶ゆ口同
〈陥ロ
ωq
口口
(ur伽
OAU
EMhq
吋}Hロ
む口
吋官
JV H合2
8 μ
〈ヴ
ェトナム仏
属
期の制
度〉
新発見版〉
等
々を借
り得た。
また
書
目
・辞
典の類
と
し
ては
調査
・ 研究活動
凶吋
Eロ}H
Z問中
巴日
恥ロd
nr
ogre
zvbロ
吋中
OL HH(
Oロ
ユ一ニ
)
〈成語
・ 典跡
・
人名辞典
〉
間吋
世・
盟
ゲ ロ吋
身目
ZSme百台
〈タ
イ・
ヌ
ン・
ヴェト
辞典〉
間
吋 }回目
沼恒
口同
E
ZOB
豆 信 門
戸育
吋降口
。目白
〈漢
・崎番目作家
目録〉
を
閲
覧
し
た。
こ
の他にも
、
古小
説
類・雑
誌
類
・古地図類
・地理書
類等
々
に
渡る多
く
のヴ
ェト
ナム語
文献を閲覧
・借出
し得た。
ヴェト
ナ
ム語
文
献は発
行部数も
限定さ
れ
てお
り、
また
ヴ
ェト
ナ
ム解
放前
に南
部で印
行さ
れ
た書籍
は現
在で
は極め
て
入手
に難く、
今回
一挙に多
数の書
籍を
国覧
・借
り
出し得
た事は大き
な成
果と考え
て良
い。
最後
にな
ったが
大谷大学
の大西和
彦学
兄と親し
く語
りあ
い、
長期的
な
共
同研
究の中でヴ
ェト
ナム
仏
教史料集成
を作成す
るべ
く具
体案
を
ねり
得た
こ
とは、
当初
の予
定に
はな
い成
果であ
った
。
以上、
簡略
では
あるが、
今回
の文
献調査行
の主
成
果の
一端を報
告す
ると
ともに、
小愚
に
この
調
査行を許
可し
て下さ
った当
研究所
の関係各位
に深
甚
の謝
意を
表したく
思う。
一六
七
